
90ドル突破、IEAも大規模な供給不足見通しを示す
NY原油先物相場は、1バレル=90ドル台まで値上がりし、昨年11月8日以来の高値を更新する展開に

なった。国際原油需給のひっ迫見通しが強く、買い優勢の展開が続いている。サウジアラビアとロシア

の供給調整が年末まで続く方針が示されているが、それによって国際原油需給のひっ迫化、在庫の取り

崩しが進むとの見方が原油相場を押し上げた。90ドルの節目も抵抗線として機能せず、上値追いの展開

が維持された。

9月12日に石油輸出国機構（OPEC）月報が公表されたが、仮にOPECの産油水準が8月から変化しない

場合、7～9月期に日量178万バレル、10～12月期には326万バレル、それぞれ供給不足が発生する計

算になる。また、13日に国際エネルギー機関（IEA）月報が公表されたが、年末に向けて著しい供給不

足が発生するとの見通しが示されている。国際原油需給のひっ迫化に対する信頼感が強まる中、期近限

月主導の上昇地合が維持された。

米エネルギー情報局（EIA）発表の米石油在庫（9月8日時点）は、原油が前週比396万バレル増、ガソ

リンが556万バレル増、石油精製品が393万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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需給ひっ迫化が続く、90ドル台定着から一段高を打診
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【展望】

国際原油需給のひっ迫見通しが強く、上昇地合が維持される

見通し。短期的な過熱感が強いため持高調整の売りも膨らみ

やすいが、押し目は早めに買い拾われる可能性が高い。サウ

ジアラビアとロシアの追加供給削減策が年末まで続くことが

決まり、少なくとも年内の原油需給ひっ迫化が確実視されて

いる。大規模な在庫の取り崩しが予想されており、期近限月

主導の上昇トレンドが維持される可能性が高い。

急ピッチな原油高に対して、消費国は十分な対抗カードを有

していない。米国では昨年に戦略石油備蓄（SPR）の大規模

な放出を行ったばかりであり、更にSPR放出が可能なのかは

不透明感が強い。米国とサウジアラビアとの関係性悪化を受

けて、米国の減産停止や増産要請にサウジアラビアが応える

可能性も低い。消費国がどこまでの原油高に耐えられるのか、

産油国がどこまでの原油高を望むのかが注目されるが、90ド

ル水準が高値限界とは評価されていない。

ブレント原油は足元の94ドル台から100ドルまで上昇すると

いった予想も増え始めており、WTI原油に関しても90ドル台

に乗せたものの目標達成感は弱い。次は、昨秋にダブルトッ

プを形成している94ドル水準、そして95ドルの節目が打診さ

れよう。

イベントリスクとしては、19～20日の米連邦公開市場委員会

（FOMC）後のドルや株価動向に注意が必要。追加利上げの

可能性を完全に排除することはない見通しであり、ハト派で

はないとの評価が重視されると、資産価格全体に下振れリス

クが高まる。また、引き続き中国経済リスクの蒸し返しには

注意が求められる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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